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単
元
「
辞
書
」
で
遊
ぼ
う

た
ほ
い
や
に
向
け
て

単
元
「
辞
書
」
で
遊
ぼ
う

た
ほ
い
や
に
向
け
て

次
回
の
授
業
ま
で
に
ク
ラ
ス
で
準
備
す
る
こ
と

■
グ
ル
ー
プ
を
作
る

４
４
人
ク
ラ
ス（
１
・
３
・
７
組
）

５
人
グ
ル
ー
プ×

８

４
人
グ
ル
ー
プ×

１

４
３
人
ク
ラ
ス（
２
・
４
・
５
・
６
組
）

５
人
グ
ル
ー
プ×

７

４
人
グ
ル
ー
プ×

２

■
漢
和
辞
典
を
用
意
す
る

各
グ
ル
ー
プ
最
低
１
人
は「
漢
和
辞
典
」
を
持
参
す
る
。

紙
の
漢
和
辞
典
が
お
す
す
め
だ
が
、電
子
辞
書
で
も
可
。

も
し
購
入
す
る
場
合
は
以
下
の
漢
和
辞
典
が
お
薦
め
。

三
省
堂『
全
訳
漢
辞
海
』

角
川『
新
字
源
』

大
修
館『
新
漢
語
林
』

２
０
２
２
年
度

中
学
２
年
生

国
語
２
ｂ
（
宮
）
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単
元
「
辞
書
」
で
遊
ぼ
う

単
元
「
辞
書
」
で
遊
ぼ
う

辞
書
（
特
に『
広
辞
苑
』）を
用
い
た
有
名
な
ゲ
ー
ム
に「
た
ほ
い
や
」と
い
う
も
の
が
あ
る
。辞
書
に
あ
る
本
来
の
説

明
文
と
、参
加
者
が
で
っ
ち
上
げ
た
偽
の
説
明
文
と
を
混
ぜ
、そ
こ
か
ら
本
来
の
説
明
文
を
当
て
る
ゲ
ー
ム
だ
。

は
な
げ
ら
し
い

１

願
い
が
叶
わ
な
い
こ
と
。

２

女
に
甘
い
さ
ま
で
あ
る
。

３

あ
や
し
い
。口
が
う
ま
い
。

４

物
事
が
も
つ
れ
て
、複
雑
に
絡
む
様
子
。

５

エ
ゾ
ス
ギ
の
別
称
。

ど
む
ら

１

い
な
か
。

２

江
戸
時
代
末
期
に
え
た
ひ
に
ん
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
場
。

３

ロ
シ
ア
の
民
族
楽
器
。

４

宇
宙
空
間
に
於
い
て
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
と
結
び
つ
き
、エ
ー
テ
ル
場
を
作
り
出
す
存
在
。

５

（
芝
居
・
演
劇
な
ど
の
）地
方
興
行
。

つ
む
く
り１

（
古
語
）つ
む
じ

２

「
こ
ま
」の
古
称

３

月
の
終
わ
り
・つ
ご
も
り

４

か
た
つ
む
り
の
古
名

５

ま
い
ま
い
か
ぶ
り

は
い
ね
こ１

灰
色
の
猫

２

は
い
は
い
の
形
で
寝
て
い
る
猫
。か
わ
い
ら
し
い
様
子
。

３

消
防
士
の
古
称

４

ハ
イ
ネ
か
ら
と
れ
る
粉
。

５

工
事
現
場
な
ど
で
用
い
る
、運
搬
用
の
一
輪
の
手
押
し
車
。

ち
ゃ
も
ら
い

１

モ
ン
ゴ
ル
西
部
の
町
。放
牧
が
産
業
の
中
心
。

２

パ
キ
ス
タ
ン
南
部
の
都
市
。

３

鉄
に
傷
が
付
い
て
、そ
こ
か
ら
さ
び
て
い
く
こ
と
。

４

（
東
北
地
方
で
）後
妻
ま
た
は
継
母
。

５

静
岡
県
地
方
に
伝
わ
る
、正
月
十
四
日
の
晩
の
行
事
。子
ど
も
が
家
々
を
回
り
、茶
を
貰
う
。

か
す
ね
ぎ

・・・
自
分
で
も
っ
と
も
ら
し
い
誤
答
を
作
っ
て
み
よ
う

２
０
１
９
年
度

中
学
２
年
生

国
語
２
ｂ
（
宮
）

配
付
日
：

月

日
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単
元
「
辞
書
」
で
遊
ぼ
う
２

単
元
「
辞
書
」
で
遊
ぼ
う
２

た
ほ
い
や
は『
広
辞
苑
』で
行
う
こ
と
が
多
い
が
、漢
和
辞
典
を
用
い
て
も
行
う
こ
と
は
可
能
だ
。

黒
風（
こ
く
ふ
う
）

１

清
ら
か
な
風
。
す
ず
し
い
風
。

２

よ
こ
し
ま
な
様
。

３

荒
い
風
。
砂
塵
を
吹
き
上
げ
る
風
。

４

冬
に
ふ
く
風
。
北
風
。

５

ゆ
が
ん
だ
風
習
。

蓮
歩（
れ
ん
ぽ
）

１

美
人
が
し
な
や
か
に
歩
く
さ
ま
の
形
容
。

２

蓮
を
売
り
歩
く
こ
と
。

３

集
団
で
歩
く
こ
と
。

４

天
子
の
軍
隊
。

５

池
の
ほ
と
り
を
歩
く
さ
ま
。

尾
籠（
び
ろ
う
）

１

話
題
が
大
小
便
な
ど
に
関
係
が
あ
っ
て
口
に
す
る
の
が
は
ば
か
ら
れ
る
様
子

２

広
く
長
い
高
級
な
か
ご

３

参
勤
交

代
の
際
の
大

名
行
列
の
一
番

最
後
の
か
ご
。
大
名
の
妻
子
が
乗
る
と
い
う
習
わ
し

４

龍
の
尾
の
こ
と
。

尾

龍
。

が
あ
っ
た
。

稽（
け
い
）

１

比
較
し
て
調
べ
る

２

体
を
鍛
え
る

３

稲
を
神
に
捧
げ
る

４

罰
と
し
て
首
を
切
る

５

人
々
が
多
く
集
ま
る

歴
山（
れ
き
ざ
ん
）

１

古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
山

２

日
本
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
山

３

た
く
さ
ん
の
功
績
を
積
み
上
げ
て
い
く
さ
ま

４

舜
が
耕
作
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
山

５

史
跡
を
歩
い
て
回
る
こ
と

丫
（
あ
）
誤
答
を
作
っ
て
み
よ
う

２
０
１
９
年
度

中
学
２
年
生

国
語
２
ｂ
（
宮
）

配
付
日
：

月

日
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２
０
１
９
年
度

中
学
２
年
生

国
語
２
ｂ
（
宮
）

配
付
日
：

月

日

点
数
計
算
用
紙

点
数
計
算
用
紙

持
ち
点
１
０
点
。

■
一
ゲ
ー
ム
で
は
１
～
３
点
を
掛
け
ら
れ
る
。

■
正
解
し
た
ら

賭
け
た
点
を
親
か
ら
貰
う
。
（２
点
か
け
た
→
２
点
＋
２
点
も
ら
う
）

■
間
違
え
た
ら

引
っ
か
か
っ
た
誤
答
の
作
成
者
に
賭
け
点
を
渡
し
、
親
に
も
１
点
を
渡
す
。

■第
１
ゲ
ー
ム

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

１０

正
解

→

賭
点
（

）
点
を
親
か
ら
も
ら
う
。

不
正
解

→

賭
点
は
誤
答
作
成
者
へ
。
親
に
も
１
点
渡
す
。

作
成
し
た
誤
答
に
賭
け
ら
れ
た
点
数
→
（

）
点

第
２
ゲ
ー
ム

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

正
解

→

賭
点
（

）
点
を
親
か
ら
も
ら
う
。

不
正
解

→

賭
点
は
誤
答
作
成
者
へ
。
親
に
も
１
点
渡
す
。

作
成
し
た
誤
答
に
賭
け
ら
れ
た
点
数
→
（

）
点

第
３
ゲ
ー
ム

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

正
解

→

賭
点
（

）
点
を
親
か
ら
も
ら
う
。

不
正
解

→

賭
点
は
誤
答
作
成
者
へ
。
親
に
も
１
点
渡
す
。

作
成
し
た
誤
答
に
賭
け
ら
れ
た
点
数
→
（

）
点

第
４
ゲ
ー
ム

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

正
解

→

賭
点
（

）
点
を
親
か
ら
も
ら
う
。

不
正
解

→

賭
点
は
誤
答
作
成
者
へ
。
親
に
も
１
点
渡
す
。

作
成
し
た
誤
答
に
賭
け
ら
れ
た
点
数
→
（

）
点

第
５
ゲ
ー
ム

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

正
解

→

賭
点
（

）
点
を
親
か
ら
も
ら
う
。

不
正
解

→

賭
点
は
誤
答
作
成
者
へ
。
親
に
も
１
点
渡
す
。

作
成
し
た
誤
答
に
賭
け
ら
れ
た
点
数
→
（

）
点

第
６
ゲ
ー
ム

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

正
解

→

賭
点
（

）
点
を
親
か
ら
も
ら
う
。

不
正
解

→

賭
点
は
誤
答
作
成
者
へ
。
親
に
も
１
点
渡
す
。

作
成
し
た
誤
答
に
賭
け
ら
れ
た
点
数
→
（

）
点
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２
０
１
９
年
度

中
学
２
年
生

国
語
２
ｂ
（
宮
）

配
付
日
：

月

日

意
味
記
入
用
紙

意
味
記
入
用
紙

語
句
と
読
み
、
意
味
を
記
入
し
て
親
に
渡
す
。
読
み
や
す
い
文
字
を
書
く
よ
う
心
が
け
よ
。

■
親
は
一
度
目
を
通
し
、
読
め
な
い
文
字
が
な
い
か
確
認
す
る
。

■
親
は
読
み
上
げ
る
順
番
を
決
め
、
番
号
を
記
入
し
、
正
解
に
は
○
を
つ
け
て
お
く
。

■
番

号

語
句
と
読
み

意

味

ケ
イ

２

稽

体
を
鍛
え
る
。

コ
ク
フ
ウ

③

黒
風

荒
い
風
。
砂
塵
を
巻
き
上
げ
る
風
。

最
後
に
班
ご
と
に
ま
と
め
て
こ
の
用
紙
を
提
出
の
こ
と
。
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２
０
１
９
年
度

中
学
２
年
生

国
語
２
ｂ
（
宮
）

配
付
日
：

月

日

自
己
分
析
シ
ー
ト

自
己
分
析
シ
ー
ト

た
ほ
い
や
を
終
え
て
、
自
分
の
活
動
を
振
り
返
ろ
う
。

■

点
数

４

３

２

１

評
価
規
準

辞

書

的

表

現

に

辞
書
に
載
ら
な
い
辞
書
に
載
ら
な
い
辞
書
に
載
ら
な
い
辞
書
に
載
ら
な
い

類

似

し

た

意

味

言
い
回
し
と
は
指

言
い
回
し
を
指
摘

言
い
回
し
を
度
々
言
い
回
し
し
か
で

を
作
成

摘
さ
れ
な
か
っ
た

さ
れ
た
。

指
摘
さ
れ
た
。

き
な
か
っ
た
。

メ

モ

を

取

り

な

親
に
聞
き
返
さ
ず

メ
モ
を
と
れ
ず
に

メ
モ
を
取
ら
ず
、
メ
モ
を
取
る
と
い

が

ら

聞

く

こ

と

に
選
ぶ
こ
と
が
で

聞
き
返
し
た
こ
と

毎
回
聞
き
返
し
た

う
発
想
が
な
か
っ

が
で
き
る

き
た

が
あ
る

た

聞

き

取

り

や

す

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
一

聞
き
取
れ
な
い
と

聞
き
取
れ
な
い
と

毎
回
聞
き
取
れ
な

い

よ

う

読

み

上

度
で
伝
わ
り
、
目

言
わ
れ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
た
こ
と

い
と
指
摘
さ
れ
た

げ
る

配
り
も
で
き
た

な
い

が
あ
る

読

み

や

す

い

文

読
み
や
す
い
と
言

読
み
違
い
、
つ
っ
か

読
み
違
い
、
つ
っ
か

３
回
以
上
読
み
違

字
で
書
く

わ
れ
、
読
み
間
違

え
ら
れ
た
こ
と
が

え
ら
れ
た
こ
と
が

い
、
つ
っ
か
え
ら
れ

え
も
な
い
。

な
い
。

あ
る
。

た
。

選

ば

れ

や

す

い

毎
回
誤
答
が
選
ば

３
回
以
上
誤
答
が

１
回
は
誤
答
が
選

１
回
も
誤
答
が
選

誤

答

を

作

成

す

れ
た

選
ば
れ
た

ば
れ
た

ば
れ
な
か
っ
た

る他

者

の

作

成

す

毎
回
正
解
を
見
抜

３
回
以
上
正
解
を

１
回
は
正
解
を
見

１
回
も
正
解
を
見

る

誤

答

の

傾

向

い
た

見
抜
い
た

抜
い
た
。

抜
け
な
か
っ
た
。

を
分
析
す
る

全
員
親
が
終
わ
っ
た
ら
、
こ
の
用
紙
に
○
を
つ
け
、
点
数
を
出
そ
う
。

■

点
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意
味
記
入
用
紙

意
味
記
入
用
紙

前
回
の
お
題
か
ら
一
語
選
び
、
ク
ラ
ス
全
体
に
出
す
よ
う
グ
ル
ー
プ
全
員
で
誤
答
を
練
り
直
す
。

■
親
だ
っ
た
人
は
、
今
回
新
た
に
誤
答
を
作
成
す
る
。

■「
書
記
」は
正
解
と
全
員
の
誤
答
を
こ
の
用
紙
に
記
入
し
、
正
解
に
は
○
を
つ
け
て
お
く
。

■
読
み
上
げ
る
順
番
を
決
め
た
ら
番
号
を
記
入
し
、「
班
長
」は
し
っ
か
り
目
を
通
す
。

■
班
長
が
前
で
読
み
上
げ
、
選
ん
だ
グ
ル
ー
プ
数
を
記
入
。

■
語
句
と
読
み

番

号

数

意

味

作
成
者

（

）
班

班

長
：

書

記
：

班

員
：

２
０
１
９
年
度

中
学
２
年
生

国
語
２
ｂ
（
宮
）

配
付
日
：

月

日
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２
０
１
９
年
度

中
学
２
年
生

国
語
２
ｂ
（
宮
）

配
付
日
：

月

日

グ
ル
ー
プ
で
相
談
し
、
一
つ
の
答
え
を
選
ぶ
。

■
正
解
し
た
ら
賭
点
分
増
加
、
不
正
解
の
場
合
は
賭
点
分
喪
失
。

■

ス
タ
ー
ト

２
０
点

第
１
班

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

第
２
班

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

第
３
班

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

第
４
班

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

第
５
班

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

第
６
班

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

第
７
班

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

第
８
班

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

第
９
班

点

掛
け
点
（
１
・
２
・
３
）
点

選
ん
だ
番
号
（

）

上
手
な
誤
答
の
特
徴
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
と
め
よ
う
。

■
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	　 親だった人は、今回新たに誤答を作成する。
	　 「書記」は正解と全員の誤答をこの用紙に記入し、正解には○をつけておく。
	　 読み上げる順番を決めたら番号を記入し、「班長」はしっかり目を通す。
	　 班長が前で読み上げ、選んだグループ数を記入。
	　 グループで相談し、一つの答えを選ぶ。
	　 正解したら賭点分増加、不正解の場合は賭点分喪失。
	　 上手な誤答の特徴について、グループで話し合いまとめよう。
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